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観
光
は
、
我
が
国
の
経
済
成
長
を
担

う
重
要
な
成
長
分
野
と
し
て
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
国
内
の
観
光
需
要
を
喚
起

す
る
と
と
も
に
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
今
後
も
積
極
的
に
取
り
込
む
こ

と
に
よ
り
、
旅
行
市
場
規
模
の
拡
大
と
、

こ
れ
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用

機
会
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
観
光
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、
近
年
で
は
旅
行
会
社
が
地
域
や
企
業

と
連
携
し
て
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

な
ど
、
代
売
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
お
り
、
旅
行・

観
光
分
野
に
お
い
て
果
た
す
役
割
も
大
き

旅
行
業
の
体
系
的
整
理
への
試
み

―
―
旅
行
業
を
学
ぶ
人
に
と
っ
て
の
専
門
書
『
旅
行
産
業
論
』の
発
刊
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い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し

た
役
割
を
旅
行
業
が
担
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
一
般
的
な
業
務
知
識
だ
け
で
な
く
、

「
場
面
」「
時
間
」「
空
間
」
を
創
り
出
し
、

旅
行
と
い
う
無
形
の
商
品
を
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
人
材
を
育
成
す
る
に
あ
た
っ

て
欠
か
せ
な
い
旅
行
業
に
関
す
る
書
籍
に

目
を
向
け
る
と
、
旅
行
業
は
観
光
概
論
の

一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容

は
実
務
を
中
心
と
し
た
も
の
や
、「
旅
行
代

理
店
」
的
機
能
を
解
説
す
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
内
容
が
多
く
、
今
後
の
旅
行
業
を

担
う
人
材
に
必
要
で
あ
ろ
う
旅
行
業
の
構

造
や
旅
行
業
の
社
会
的
な
役
割
な
ど
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
言
及
し
た
も
の
は
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
課
題
意
識
に
立
ち
、
立
教

大
学
観
光
学
部
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合

研
究
所
、
当
財
団
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る

「
立
教
大
学
観
光
学
部
旅
行
産
業
研
究
会
」

（
以
下
、「
研
究
会
」）（
表
１
）で
は
、
立
教

大
学
で
展
開
し
て
い
る
「
旅
行
産
業
論
」

「
旅
行
業
経
営
実
務
」の
講
義
内
容
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
旅
行
業
の
体
系
的
な
整
理
を

行
っ
た
。

旅
行
業
の
体
系
的
整
理
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の

３
つ
の
視
点

現
在
の
旅
行
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
３
つ
の

視
点
に
立
っ
て
整
理
を
行
っ
た
。

　
視
点
１
：
旅
行
業
と
他
産
業
や

　
　
　
　
　
地
域
と
の
関
わ
り

現
在
の
旅
行
業
は
、
地
域
や
企
業
と
一

緒
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
る
。

旅
行
会
社
と
地
域
と
の
関
わ
り
か
ら
は
、

例
え
ば
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
人
、
モ
ノ
、
文
化
と

の
交
流
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
「
交
流
文
化
事
業
」
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
な
ら
で
は
の
資

源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
旅
行
商
品
化
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
旅
行
会
社
と
企
業
と
の
関
わ
り

か
ら
は
、
旅
行
会
社
が
各
企
業
の
業
務
性

旅
行
の
手
配
の
み
な
ら
ず
、
出
張
関
連
業

務
の
効
率
化
、
コ
ス
ト
削
減
、
危
機
管
理

な
ど
を
総
合
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
っ

て
企
業
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以

下
、「
Ｂ
Ｔ
Ｍ
」）
な
ど
も
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
実

際
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
般
に
あ

ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
旅
行
会
社
が
地

域
や
企
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
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界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
環
境
下
に
お
け
る
旅
行

業
の
存
在
意
義
を
改
め
て
整
理
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

研
究
会
で
は
、
か
つ
て
の
旅
行
業
が
旅

行
業
の
基
本
機
能
で
あ
る
情
報
提
供
機

能
、
予
約
機
能
、
金
融
決
済
機
能
の
補

助
機
能
か
ら
、
交
流
の
場
を
創
造
す
る
産

業
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
や

そ
の
時
点
に
お
け
る
旅
行
業
の
社
会
的
意

義
を
整
理
し
、
旅
行
業
の
将
来
性
に
つ
い

て
も
議
論
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
旅
行
業
は
今
後
、
人
・
産

業
・
地
域
を
結
び
つ
け
る
中
心
的
役
割
を

果
た
し
、
人
的
交
流
や
経
済
循
環
な
ど
の

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る

産
業
で
あ
る
こ
と
を
次
世
代
の
旅
行
業
を

担
う
人
材
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、
書
籍
化
の
際

に
も
こ
の
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

『
旅
行
産
業
論
』の
発
刊

研
究
会
で
の
３
つ
の
視
点
か
ら
の
議
論

を
踏
ま
え
、
そ
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
、

発
刊
し
た
も
の
が『
旅
行
産
業
論
』（
写
真
）

で
あ
る（
注
）。

目
次
（
表
２
）
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

実
務
的
な
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
旅
行

業
全
体
を
学
術
的
か
つ
俯ふ

瞰か
ん

的
視
点
か

ら
論
説
し
て
い
る
点
が
本
書
の
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
者
か
ら
見
え
る
旅

行
業
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
業
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
・
部
門
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
学
識
経
験

者
、
実
務
経
験
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
旅
行
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
つ
い
て
解
説
す
る
教
養
書
的
ア
プ
ロ
ー

チ
と
、
旅
行
業
そ
の
も
の
を
分
析
・
考
察

事
業
領
域
を
傘
下
に
入
れ
、
収
益
源
を

分
散
さ
せ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

変
化
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
他
、
国
内
の

旅
行
会
社
各
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
世

界
の
旅
行
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
特

色
な
ど
に
つ
い
て
も
整
理
さ
れ
た
例
は
少

な
い
。

研
究
会
で
は
、
旅
行
業
の
基
本
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
整
理
す
る
た
め
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
旅
行
者
に
旅
行
商
品
が
提

供
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
旅
行
会
社

が
果
た
す
役
割
や
、
旅
行
会
社
が
提
供

し
て
い
る
付
加
価
値
な
ど
を
整
理
し
た
。

ま
た
こ
う
し
た
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現
在
、
旅
行
業
に

起
き
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
や

世
界
の
旅
行
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ

い
て
市
場
変
化
や
旅
行
会
社
を
取
り
巻

く
環
境
な
ど
と
併
せ
て
整
理
を
行
っ
た
。

　
視
点
３
：
旅
行
業
の
魅
力
、
将
来
性

旅
行
業
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

旅
行
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
「
魅
力
や

将
来
性
」
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
特
に
近
年
は
消
費
社
会
の

成
熟
化
、社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）の
発
達
な
ど
、
旅
行
業

提
供
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
し
て
い

る
の
か
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
見
え
に

く
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

特
に
、
今
後
、
旅
行
業
を
志
す
学
生
に

と
っ
て
、
業
務
性
旅
行
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど

は
日
常
的
に
接
す
る
機
会
も
少
な
い
こ
と

か
ら
、
理
解
が
難
し
い
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
研
究
会
で
は
「
旅
行
業

と
他
産
業
や
地
域
と
の
関
わ
り
」
な
ど
も

含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開（
法
人
営
業
、Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
、Ｂ
Ｔ
Ｍ
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
、グ

ロ
ー
バ
ル
事
業
な
ど
）
と
、
こ
れ
を
支
え

る
業
界
構
造
や
戦
略
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も

整
理
を
行
っ
た
。

　
視
点
２
：
旅
行
業
の

　
　
　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

旅
行
業
が
ど
の
よ
う
な
価
値
を
創
造

し
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
収
益
構

造
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
「
旅
行
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
従
来

あ
ま
り
整
理
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

か
つ
て
は
代
売
手
数
料
を
主
な
収
益

源
と
し
て
い
た
が
、
近
年
で
は
安
定
的
な

経
営
を
目
的
と
し
て
、
外
部
環
境
に
左
右

さ
れ
や
す
い
旅
行
業
だ
け
で
な
く
、
他
の
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す
る
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
両
面
を
併

せ
持
つ
点
も
本
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
書
籍
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
旅
行
業
を
志
す
人
、
旅
行

業
に
従
事
し
て
い
る
人
以
外
に
も
、
経
営

学
的
な
視
点
で
旅
行
業
で
の
ケ
ー
ス
を
知

り
た
い
人
に
も
対
応
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

●

最
後
に
、
旅
行
業
を
志
す
人
、
旅
行
業

に
従
事
し
て
い
る
人
、
旅
行
業
を
研
究
対

象
と
す
る
人
な
ど
、
幅
広
く

旅
行
業
に
携
わ
る
人
に
と
っ

て
、
本
書
が
旅
行
業
を
知
る

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
は
旅
行
業
の

体
系
的
整
理
を
試
み
た
第
一

歩
と
し
て
の
成
果
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
後
の
整
理
に

あ
た
っ
て
は
今
回
取
り
上
げ

た
内
容
以
外
に
も
旅
行
業
を

把
握
す
る
上
で
必
要
な
視
点

も
検
討
し
、
適
宜
盛
り
込
ん

で
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
か
き
し
ま　

あ
か
ね
／

も
り
や　

く
に
ひ
こ
）

表２ 『旅行産業論』目次
第１章
第２章
第３章

第１章
第２章
第３章

第１章
第２章
第３章

第１章
第２章
第３章

第１章
第２章
第３章

第１章
第２章
第３章

第１章
第２章
第３章

第１章
第２章

第１章
第２章

第１章
第２章

第１章
第２章

第１章
第２章

第１章
第２章

第１章
第２章

第１講

第３講

第６講

第７講

第11講

第13講

第８講

第２講

第４講

第５講

第９講

第10講

第12講

第14講

「旅行・観光産業」とは
旅の質的変化と旅行業創生の必然
近代的旅行業の始まり

旅行契約形態と旅行商品のバリューチェーン
旅行会社にとっての企画旅行商品
旅行会社の形態

旅行マーケットの質的変化とその影響
旅行マーケットの成熟化とFIT
ローコストキャリア（LCC）がもたらす旅行マーケットの変化

旅行会社のビジネス展開① 店頭販売の展開と実際
旅行会社のビジネス展開② メディア販売
旅行会社のビジネス展開③ オンライン・トラベル・エージェント（OTA）

グローバル化（マーケット動向）
世界の旅行会社のビジネスモデル
日本の旅行会社におけるグローバル事業の実際と将来像

着地型観光／地域交流ビジネス
危機管理
旅行産業の果たしてきた役割・社会的価値

旅行会社のビジネス展開④ ビジネストラベルマネジメント（BTM）
旅行会社のビジネス展開⑤ 法人営業
旅行会社のビジネス展開⑥ MICE

旅行業の自立的産業への過程
旅行業法の変遷

旅行業における商品および経営の特性
旅行業における財務の特質

マーケットの変遷と現状（国内旅行）（1990年代～2000年代を中心に）
マーケットの変遷と現状（海外旅行）（1990年代～2000年代を中心に）

インバウンドマーケットの変遷と現状
インバウンド事業の実際と課題

旅行会社のシステムの概要
世界の旅行関連システム

業界構造と戦略モデル
事業開発戦略の意義と方向性

旅行業界が観光の中で果たすべき役割
旅行業の未来像と求められる人材

表１ 立教大学観光学部
旅行産業研究会（五十音順）

東 徹（あずま とおる）
立教大学観光学部観光学科 教授
立教大学観光研究所 所長
立教大学観光ADRセンター 副センター長

柿島 あかね（かきしま あかね）
公益財団法人日本交通公社 研究員

黒須 宏志（くろす ひろし）
株式会社JTB総合研究所 執行役員 
主席研究員

志賀 典人（しが のりひと）
公益財団法人日本交通公社 会長
立教大学観光学部観光学科 特任教授

庄司 貴行（しょうじ たかゆき）
立教大学観光学部観光学科 教授

田中 靖（たなか やすし）
株式会社JTB総合研究所 主任研究員

野口 洋平（のぐち ようへい）
杏林大学外国語学部 准教授

野々垣 典男（ののがき のりお）
株式会社JTB情報システム 代表取締役社長
株式会社ジェイティービー 執行役員

橋本 俊哉（はしもと としや）
立教大学観光学部観光学科 教授

村上 和夫（むらかみ かずお）
立教大学観光学部交流文化学科 教授

守屋 邦彦（もりや くにひこ）
公益財団法人日本交通公社 主任研究員

（注）詳細は公益財団法人日本交通公社のホームページをご確認ください。
ホームページ内、「出版・シンポジウム」⇒「テーマ別書籍」⇒「総論 ほか」
へアクセスすると確認ができます。
＊Amazon.co.jpよりプリントオンデマンド（POD）にて販売しています。
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